

















良時代に遡る神座の形式である御帳台に、 本殿の形式の一部を取り入れて、 すなわち、御帳台という調度を建築化させて成立したものである。その初源的な玉殿の形式は、大型で桁行一間または三間、梁間一間、切妻造、檜皮葺で、著しく床高は低く、見世棚造とせず、面取角柱、舟肘木 豕扠首とし、軒は正面二軒、背面一軒であった。また、その玉殿は本殿内陣の床に直に安置されていた。厳島神社の玉殿は、奈良時代まで遡る御帳台の形式を受け継ぎつつ、独自の形式を持つ神座として分化発展したものである。安芸国に広く分布している中世の玉殿は、祖型である厳島神社玉殿からさらに進化すなわち建築化していったものであり、いわば御帳台から分化した神座の一系統である。
　他国と比べて安芸国において玉殿が広く分布し、中世の玉殿が大量に残っているの
は、一宮である厳島神社が玉殿を安置する形態を採ったためである。厳島神社から始まった玉殿は、中世後期において安芸国の村落の中心的神社、いわゆ 村の鎮守 級の規模の神社まで広く普及していった。その普及過程における神社の格式や経済的規模の差を反映して、見世棚造や高床や長柿葺の採用などがおこる。そうした変化はさらなる本殿の形式の取り入れという建築化であり、同時に低廉化も進行して った。近世においては、さらなる玉殿の普及が進み、安芸国の神社は小祠まで、ほとんどすべてが玉殿を安置するに至った。それらの玉殿の形式の変化は、単なる神体の容れ物となる箱形化と、微細な部品を膠で接着し組立てる工芸品化へ 分化であり、いずれも非建築化であった。これら玉殿 変化 すべて神社建築の流れに帰結するものであり、寺院建築様式が関係したものではない。玉殿という建築形式は神社において独自に形成されたものであった。
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降のものである。玉殿は成立以来、本殿 形式、本殿内で 祭祀形態ど、 本殿の変化発展に対しても大きな影響を与えている。さらに玉殿は神を祀る本殿の特質と深く結びついて るのである。神社建築史上 玉殿は重要であると言えるが、神社 殿 陣の神座 ため特 非公開とされる場合がほとんどであった。そのために、従来はほとんど調査が不可能であり、これまでに玉殿に関する研究はわずかしか行われ ない。玉殿に関連した従来の研究は、単体の に対しての調査であった











































初掲は「厳島神社外宮地御前神 の建築」 、日本建築学会中国支部研究報告集第一〇巻一号、昭和五十七年九月および「厳島神 の玉殿」日本建築学会大会学術講演梗概集計画系 昭和五十八年九月、前者は『廿日市の文化』第一九集、 廿日市市郷土文化研究会、 平成三年十月に再掲、 『四面庇系平面の神社本殿の研究』 六 一 に修正再掲 『厳島信仰事典』戎光祥出版、平成十四年十一月に再々掲）
　厳島神社における四面庇系の本殿の形式について、厳島神社内宮およ














































































初掲は「厳島神社外宮地御前神 の建築」 、日本建築学会中国支部研究報告集第一〇巻一号、昭和五十七年九月および「厳島神 の玉殿」日本建築学会大会学術講演梗概集計画系 昭和五十八年九月、前者は『廿日市の文化』第一九集、 廿日市市郷土文化研究会、 平成三年十月に再掲、 『四面庇系平面の神社本殿の研究』 六 一 に修正再掲 『厳島信仰事典』戎光祥出版、平成十四年十一月に再々掲）
　厳島神社における四面庇系の本殿の形式について、厳島神社内宮およ






























































に解説したものである。この中に、佐々井厳島神社、常磐神社、亀山神社、宮崎神社、新宮神社［吉 ］ 、中山神社の玉殿を挙げ まとめて解
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尺三寸二分） 、 切妻見世棚造平入の本柿葺である。 総高は五尺九寸である。土居桁上に円柱を立てる。側壁内側に半円形断面 柱を設けて前後に仕切り、後方を内陣、前方を見世棚とする。組物は肘木
･
斗の一木造出の
連三斗とする。中備は壁板と一木造出 した本蟇股を入 妻飾は虹梁大瓶束式 正面二軒、背面一軒の繁垂木とし、屋根は比較的小さい柿板を用いた本柿葺とする。
　第
二殿は桁行一間（側柱真々二尺八寸九分） 、梁間二間（側柱真々二
尺九分） 、切妻見世棚造平入の本柿葺である。総高は五尺八寸である。土居桁上に円柱を立てる。梁間前 一間を見世棚とする。組物 通実肘
木を乗せた連三斗とし、中備には本蟇股を乗せる。これらは頭貫と桁間の壁板とともに一木造出とする。 妻飾は虹梁大瓶束式とする。 正面二軒、背面一軒の繁垂木とし、 屋根は比較的小さい柿板を用いた本柿葺とする。
　第
三殿は桁行一間（側柱真々二尺八寸二分） 、梁間二間（側柱真々一
尺九寸二分） 、 切妻見世棚造平入の本柿葺である。 総高は五尺九分である。土居桁上に円柱を立てる。梁間前方一間を見世棚とす 組物には連三斗を用い、大斗は下 頭貫 一木造出とし、連三斗は上の桁と一木造出とする。中備は本蟇股を乗せる。妻面は壁板と一木造出にした虹梁を渡し、虹梁大瓶束式の妻飾とする。正面二軒、背面一軒の繁垂木とし、屋根は比較的小さい柿板を用いた本柿葺とする。
　第
四殿は桁行一間（側柱真々二尺八寸七分） 、梁間二間（側柱真々二
尺七分） 、 切妻見世棚造平入の本柿葺である。 総高 五尺六寸五分である。土居桁上に円柱を立てる。梁間前方一間を見世棚とする。組物は連三斗とし、中備には本蟇股を乗せ これらは頭貫と桁間 壁板と もに木造出とする。その上の桁は、通実肘木と一木造出 する。妻面は通実肘木と一木造出にした虹梁を渡し 虹梁大瓶束式の妻飾 正 二軒、背面一軒の繁垂木とし、屋根は比較的小さい柿板を用いた本柿葺する。
　第
五殿は、桁行三間（側柱真々三尺三分） 、梁間二間（側柱真々二尺
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屋根 正面軒 背面軒 桁行（尺）梁間（尺） 土居桁 身舎柱 庇柱 身舎組物 身舎中備 庇組物 庇中備 妻飾
本柿葺 一軒 欠失 （.（0 （.（（ 井桁組 円柱 － 舟肘木 なし － － 変形豕扠首
本柿葺 二軒 一軒 （.（（ （.（（ 井桁組 円柱 － 連三斗 本蟇股 － － 虹梁大瓶束
本柿葺 二軒 一軒 （.（（ （.0（ 井桁組 円柱 － 連三斗 本蟇股 － － 虹梁大瓶束
本柿葺 二軒 一軒 （.（（ （.（（ 井桁組 円柱 － 連三斗 本蟇股 － － 虹梁大瓶束
本柿葺 二軒 一軒 （.（（ （.0（ 井桁組 円柱 － 連三斗 本蟇股 － － 虹梁大瓶束
本柿葺 二軒 一軒 （.0（ （.0（ 井桁組 円柱 － 連三斗 なし － － 虹梁本蟇股
流柿葺 一軒 一軒 （.（（ （.（（ 井桁組 角柱 角柱 なし なし なし なし 梁 *** 束立て
本柿葺 一軒 一軒 （.（（ （.（（ 井桁組 角柱 角柱 平三斗 なし 出三斗 本蟇股 虹梁板壁
本柿葺 一軒 一軒 （.（（ （.（（ 井桁組 角柱 角柱 舟肘木 なし 舟肘木 なし 虹梁束立て
本柿葺 一軒 一軒 （.（（ （.（（ 井桁組 角柱 角柱 舟肘木 なし 舟肘木 なし 虹梁束立て
直柿葺 垂木なし 垂木なし （.（（ （.（（ なし 角柱 角柱 舟肘木 なし 舟肘木 なし 虹梁束立て
直柿葺 垂木なし 垂木なし （.（（ （.（（ なし 角柱 角柱 なし なし なし なし 板壁
直柿葺 垂木なし 垂木なし （.（（ （.（（ なし 角柱 角柱 なし なし なし なし 板壁
段柿葺 一軒 一軒 （.（（ （.（（ 工字組 円柱 角柱 舟肘木 なし 連三斗 なし 梁 *** 束立て
直柿葺 垂木なし 垂木なし （.（（ （.（（ 工字組系 角柱 角柱 舟肘木 なし 連三斗 なし 虹梁大瓶束系
直柿葺 垂木なし 垂木なし （.（（ （.（（ 工字組系 角柱 角柱 舟肘木 なし 連三斗 なし 虹梁大瓶束系
横板葺 一軒 一軒 （.（（ （.（（ 工字組系 角柱 角柱 なし なし 出三斗 なし 梁 *** 束立て
流板葺 * 一軒 一軒 （.（（ （.（（ 井桁組 円柱 円柱 平三斗 本蟇股 平三斗 本蟇股 虹梁板蟇股
流板葺 * 一軒 一軒 （.（（ （.（（ 井桁組 円柱 円柱 平三斗 本蟇股 平三斗 本蟇股 虹梁大瓶束
檜皮葺 * 二軒 二軒 （.（（ （.（（ 井桁組 円柱 角柱 連三斗 なし 連三斗 なし 虹梁大瓶束
本柿葺 二軒 一軒 （.（（ （.0（ 井桁組 円柱 円柱 舟肘木 なし 出三斗 斗 虹梁本蟇股
本柿葺 一軒 一軒 （.（0 （.（（ 井桁組 円柱 円柱 舟肘木 平三斗 出三斗 斗 虹梁板蟇股
本柿葺 一軒 一軒 （.（0 （.（（ 井桁組 円柱 円柱 舟肘木 平三斗 出三斗 斗 虹梁大瓶束
本柿葺 一軒 一軒 （.（0 （.（（ 井桁組 円柱 円柱 舟肘木 平三斗 出三斗 斗 虹梁大瓶束
流柿葺 一軒 一軒 （.（（ （.（（ 井桁組 角柱 角柱 舟肘木 なし 舟肘木 なし 虹梁大瓶束
流柿葺 一軒 一軒 （.（（ （.（（ ロ字組 角柱 － 舟肘木 なし － － 梁 *** 束立て
流柿葺 一軒 一軒 （.（（ （.（（ ロ字組 角柱 － 舟肘木 なし － － 梁 *** 束立て
流柿葺 一軒 一軒 （.（（ （.（（ 井桁組 角柱 － 舟肘木 なし － － 梁 *** 束立て系
横板葺 垂木なし 垂木なし （.（（ （.（（ 工字組系 板組 角柱 舟肘木 なし 舟肘木 なし なし ****
横板葺 一軒 一軒 （.（（ （.0（ なし 円柱 － 変形連三斗 本蟇股 － － 虹梁大瓶束
流板葺 一軒 垂木なし （.（（ （.（（ ロ字組 円柱 角柱 平三斗 なし 平三斗 なし 梁 *** 大瓶束
本柿葺 二軒 二軒 （（.（）** （（.（）** 井桁組 円柱 － 出三斗 本蟇股 － － 虹梁大瓶束系
本柿葺 二軒 二軒 （（.（）** （（.（）** 井桁組 円柱 － 出三斗 本蟇股 － － 虹梁大瓶束系
本柿葺 二軒 二軒 （（.（）** （（.（）** 井桁組 円柱 － 出三斗 本蟇股 － － 虹梁大瓶束系
**** 妻飾を作らず妻壁を開放する。
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本柿葺 * 二軒 二軒 （.（0 （.（（ 井桁組 角柱 － 舟肘木 なし － － 虹梁豕扠首 **
本柿葺 * 二軒 二軒 （.（0 （.（（ 井桁組 角柱 － 舟肘木 なし － － 虹梁豕扠首 **
本柿葺 * 二軒 二軒 （.（（ （.（（ 井桁組 角柱 － 舟肘木 なし － － 虹梁豕扠首 **
本柿葺 * 二軒 二軒 （.（（ （.（（ 井桁組 角柱 － 舟肘木 なし － － 虹梁豕扠首 **
本柿葺 * 二軒 二軒 （.（0 （.0（ 井桁組 角柱 － 舟肘木 なし － － 虹梁豕扠首 **
本柿葺 * 二軒 二軒 （.（0 （.0（ 井桁組 角柱 － 舟肘木 なし － － 虹梁豕扠首 **
本柿葺 * 二軒 二軒 （.（（ （.（0 井桁組 角柱 － 舟肘木 なし － － 虹梁豕扠首 **
本柿葺 * 二軒 二軒 （.（0 （.（（ 井桁組 角柱 － 舟肘木 なし － － 虹梁豕扠首 **
本柿葺 * 二軒 二軒 （.（0 （.（（ 井桁組 角柱 － 舟肘木 なし － － 虹梁豕扠首 **
本柿葺 * 二軒 二軒 （.（0 （.（（ 井桁組 角柱 － 舟肘木 なし － － 虹梁豕扠首 **
本柿葺 * 二軒 二軒 （.00 （.（（ 井桁組 角柱 － 舟肘木 なし － － 虹梁豕扠首 **
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［神社玉殿の起源と特質］……山田岳晴
名称 所在地 建築年代 桁行間数 梁間間数 形式
今田八幡神社 山県郡北広島町今田五二〇 元亨四年（（（（（） （ （ 切妻造平入
佐々井厳島神社第一殿 安芸高田市八千代町佐々井四一一 十四世紀前期 （ （ 切妻造平入
佐々井厳島神社第二殿 安芸高田市八千代町佐々井四一一 十四世紀後期 （ （ 切妻造平入
佐々井厳島神社第三殿 安芸高田市八千代町佐々井四一一 文安二年（（（（（） （ （ 切妻造平入
佐々井厳島神社第四殿 安芸高田市八千代町佐々井四一一 十五世紀前期 （ （ 切妻造平入
佐々井厳島神社第五殿 安芸高田市八千代町佐々井四一一 文和二年（（（（（） （ （ 切妻造平入
堀八幡神社 山県郡安芸太田町下殿河内一二 永享十一年（（（（（） （ （ 流造
厳島神社摂社大元神社中央殿 廿日市市宮島町一〇 嘉吉三年（（（（（） （ （ 流造
厳島神社摂社大元神社左殿 廿日市市宮島町一〇 嘉吉三年（（（（（） （ （ 流造
厳島神社摂社大元神社右殿 廿日市市宮島町一〇 嘉吉三年（（（（（） （ （ 流造
桂浜神社中央殿 呉市倉橋町四二三 明応九年（（（00） （ （ 流造
桂浜神社左殿 呉市倉橋町四二三 明応九年（（（00） （ （ 流造
桂浜神社右殿 呉市倉橋町四二三 明応九年（（（00） （ （ 流造
常磐神社第一殿 安芸高田市八千代町勝田五一七 天文年間（（（（（-（（） （ （ 流造
常磐神社第三殿 安芸高田市八千代町勝田五一七 天文年間（（（（（-（（） （ （ 流造
常磐神社第四殿 安芸高田市八千代町勝田五一七 天文年間（（（（（-（（） （ （ 流造
新宮神社 東広島市高屋町宮領四七〇 天文年間（（（（（-（（） （ （ 流造
厳島神社末社左門客神社 廿日市市宮島町一の一 十六世紀中期 （ （ 流造
厳島神社末社右門客神社 廿日市市宮島町一の一 十六世紀中期 （ （ 流造
厳島神社摂社天神社 廿日市市宮島町一の一 弘治二年（（（（（） （ （ 流造
速田神社 廿日市市吉和三八九三 十六世紀中期 （ （ 流造
宮崎神社中央殿 安芸高田市吉田町相合二六一 永禄十一年（（（（（） （ （ 流造
宮崎神社左殿 安芸高田市吉田町相合二六一 永禄十一年（（（（（） （ （ 流造
宮崎神社右殿 安芸高田市吉田町相合二六一 永禄十一年（（（（（） （ （ 流造
新宮神社 安芸高田市吉田町高野五九一 十六世紀後期 （ （ 流造
清神社中央殿 安芸高田市吉田町吉田四七六 十六世紀後期 （ （ 切妻造平入
清神社左殿 安芸高田市吉田町吉田四七六 十六世紀後期 （ （ 切妻造平入
清神社右殿 安芸高田市吉田町吉田四七六 十六世紀後期 （ （ 切妻造平入
中山神社右殿 安芸高田市吉田町桂九四 十六世紀後期 （ （ 流造
額田部八幡神社 山県郡北広島町南方六八六の二 十六世紀後期 （ （ 切妻造平入
市場黄幡社 安芸高田市吉田町多治比 十六世紀後期 （ （ 流造
亀山神社第一殿 安芸高田市八千代町下根一〇九二の一 十六世紀後期 （ （ 切妻造平入
亀山神社第二殿 安芸高田市八千代町下根一〇九二の一 十六世紀後期 （ （ 切妻造平入
亀山神社第三殿 安芸高田市八千代町下根一〇九二の一 十六世紀後期 （ （ 切妻造平入
表1　安芸国の中世神社玉殿
* 後世の葺き替えであることを示す。   ** 実測はできなかったので、概数値を示しておく。   *** 虹梁形としない陸梁を示す。
名称 所在地 建築年代 桁行間数 梁間間数 形式
地御前神社大宮玉殿第一殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （） （ 切妻造平入
地御前神社大宮玉殿第二殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （） （ 切妻造平入
地御前神社大宮玉殿第三殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （） （ 切妻造平入
地御前神社大宮玉殿第四殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （） （ 切妻造平入
地御前神社大宮玉殿第五殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （ 切妻造平入
地御前神社大宮玉殿第六殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （ 切妻造平入
地御前神社客人宮玉殿第一殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （ 切妻造平入
地御前神社客人宮玉殿第二殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （ 切妻造平入
地御前神社客人宮玉殿第三殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （ 切妻造平入
地御前神社客人宮玉殿第四殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （ 切妻造平入
地御前神社客人宮玉殿第五殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （ 切妻造平入




名称 所在地 建築年代 桁行間数 梁間間数 形式
今田八幡神社 山県郡北広島町今田五二〇 元亨四年（（（（（） （ （ 切妻造平入
佐々井厳島神社第一殿 安芸高田市八千代町佐々井四一一 十四世紀前期 （ （ 切妻造平入
佐々井厳島神社第二殿 安芸高田市八千代町佐々井四一一 十四世紀後期 （ （ 切妻造平入
佐々井厳島神社第三殿 安芸高田市八千代町佐々井四一一 文安二年（（（（（） （ （ 切妻造平入
佐々井厳島神社第四殿 安芸高田市八千代町佐々井四一一 十五世紀前期 （ （ 切妻造平入
佐々井厳島神社第五殿 安芸高田市八千代町佐々井四一一 文和二年（（（（（） （ （ 切妻造平入
堀八幡神社 山県郡安芸太田町下殿河内一二 永享十一年（（（（（） （ （ 流造
厳島神社摂社大元神社中央殿 廿日市市宮島町一〇 嘉吉三年（（（（（） （ （ 流造
厳島神社摂社大元神社左殿 廿日市市宮島町一〇 嘉吉三年（（（（（） （ （ 流造
厳島神社摂社大元神社右殿 廿日市市宮島町一〇 嘉吉三年（（（（（） （ （ 流造
桂浜神社中央殿 呉市倉橋町四二三 明応九年（（（00） （ （ 流造
桂浜神社左殿 呉市倉橋町四二三 明応九年（（（00） （ （ 流造
桂浜神社右殿 呉市倉橋町四二三 明応九年（（（00） （ （ 流造
常磐神社第一殿 安芸高田市八千代町勝田五一七 天文年間（（（（（-（（） （ （ 流造
常磐神社第三殿 安芸高田市八千代町勝田五一七 天文年間（（（（（-（（） （ （ 流造
常磐神社第四殿 安芸高田市八千代町勝田五一七 天文年間（（（（（-（（） （ （ 流造
新宮神社 東広島市高屋町宮領四七〇 天文年間（（（（（-（（） （ （ 流造
厳島神社末社左門客神社 廿日市市宮島町一の一 十六世紀中期 （ （ 流造
厳島神社末社右門客神社 廿日市市宮島町一の一 十六世紀中期 （ （ 流造
厳島神社摂社天神社 廿日市市宮島町一の一 弘治二年（（（（（） （ （ 流造
速田神社 廿日市市吉和三八九三 十六世紀中期 （ （ 流造
宮崎神社中央殿 安芸高田市吉田町相合二六一 永禄十一年（（（（（） （ （ 流造
宮崎神社左殿 安芸高田市吉田町相合二六一 永禄十一年（（（（（） （ （ 流造
宮崎神社右殿 安芸高田市吉田町相合二六一 永禄十一年（（（（（） （ （ 流造
新宮神社 安芸高田市吉田町高野五九一 十六世紀後期 （ （ 流造
清神社中央殿 安芸高田市吉田町吉田四七六 十六世紀後期 （ （ 切妻造平入
清神社左殿 安芸高田市吉田町吉田四七六 十六世紀後期 （ （ 切妻造平入
清神社右殿 安芸高田市吉田町吉田四七六 十六世紀後期 （ （ 切妻造平入
中山神社右殿 安芸高田市吉田町桂九四 十六世紀後期 （ （ 流造
額田部八幡神社 山県郡北広島町南方六八六の二 十六世紀後期 （ （ 切妻造平入
市場黄幡社 安芸高田市吉田町多治比 十六世紀後期 （ （ 流造
亀山神社第一殿 安芸高田市八千代町下根一〇九二の一 十六世紀後期 （ （ 切妻造平入
亀山神社第二殿 安芸高田市八千代町下根一〇九二の一 十六世紀後期 （ （ 切妻造平入
亀山神社第三殿 安芸高田市八千代町下根一〇九二の一 十六世紀後期 （ （ 切妻造平入
表1　安芸国の中世神社玉殿
* 後世の葺き替えであることを示す。   ** 実測はできなかったので、概数値を示しておく。   *** 虹梁形としない陸梁を示す。
名称 所在地 建築年代 桁行間数 梁間間数 形式
地御前神社大宮玉殿第一殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （） （ 切妻造平入
地御前神社大宮玉殿第二殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （） （ 切妻造平入
地御前神社大宮玉殿第三殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （） （ 切妻造平入
地御前神社大宮玉殿第四殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （） （ 切妻造平入
地御前神社大宮玉殿第五殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （ 切妻造平入
地御前神社大宮玉殿第六殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （ 切妻造平入
地御前神社客人宮玉殿第一殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （ 切妻造平入
地御前神社客人宮玉殿第二殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （ 切妻造平入
地御前神社客人宮玉殿第三殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （ 切妻造平入
地御前神社客人宮玉殿第四殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （ 切妻造平入
地御前神社客人宮玉殿第五殿 廿日市市地御前南町一五〇六 宝暦十年（（（（0） （ （ 切妻造平入
















































尺二寸一分） 、流見世棚造 本柿葺である。総高は四尺六寸一分である。土居桁上に身舎、庇とも角柱を立てる。庇は見世棚とする。組物は庇に出三斗、身舎 平三斗 用いる。庇中備に本蟇股を乗せる。妻面には虹梁を渡す。正面、背面ともに一軒の繁垂木とし、屋根は比較的小さい柿板の本柿葺とする。
　左
殿および右殿は桁行一間（側柱真々一尺六寸三分） 、梁間二間（側


































































































































































































































































































































宝暦十年（一七六〇）の再造である。六基の大宮玉殿は三種類あり、最大の第一、 二殿を中央に、次に大きい第三、 四殿をその両脇とし、これらより小さい第五、 六殿を両端に配置する。五基の客人宮玉殿も三種類あり、右端（向かって左）に大宮本殿の両端の玉殿より少し大きい第一殿を置き 中央にそれより小さい第二、 三、 四殿を並べ 左端には最 小さい第五殿を配置する。
　大
宮玉殿六基のうち第一、 二、 三、 四殿は、桁行三間、梁間一間、第
五、六殿および客人宮玉殿五基は桁行一間、梁間一間であり、すべて切妻造の平入の柿葺とする。各玉殿の寸法は、大宮玉殿第一 二殿は、桁行（側柱真々五尺二寸） 、梁間（側柱真々三尺七寸 分 、総高は六尺寸七分、大宮玉殿第三、 四 は、桁行 （側柱真々四尺七寸一分） 、梁間 （側柱真々三尺六寸一分） 、総高六尺三寸、 宮玉殿第五 六殿は 桁行（側柱真々三尺五寸） 、梁間（側柱真々二尺七分） 、総高五 、客人宮玉殿第一殿は、 桁 四 四 二分） 、 梁間（側柱真々三尺二寸総高五尺九寸三分、客人宮玉殿第二 三、 四殿は 桁行 三寸） 、梁間（側 二 九 五 七 八分、客人宮玉殿第五殿は、桁行（側柱真々三尺） 、梁間（側柱真々 五 三分） 、総高尺四寸八分である。
　大
宮玉殿第一、 二、 三、 四殿は、角柱を立て並べる。それらは正面














































宝暦十年（一七六〇）の再造である。六基の大宮玉殿は三種類あり、最大の第一、 二殿を中央に、次に大きい第三、 四殿をその両脇とし、これらより小さい第五、 六殿を両端に配置する。五基の客人宮玉殿も三種類あり、右端（向かって左）に大宮本殿の両端の玉殿より少し大きい第一殿を置き 中央にそれより小さい第二、 三、 四殿を並べ 左端には最 小さい第五殿を配置する。
　大
宮玉殿六基のうち第一、 二、 三、 四殿は、桁行三間、梁間一間、第
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奥行四尺七寸、第三 四殿は正面五尺 寸五分、奥行四尺五寸五分、第五、 六殿は正面四尺五寸、奥行三尺三分であることが分か
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」 とする） のうち、 文字の書き込みがある 「内宮客人宮図」 には、








































県郡安芸太田町）の総鎮守社と伝えられ、また、佐々井厳島神社は五間社という破格に巨大な本殿（現拝殿）を有し 厳島神社の社領地の鎮守社であるなど、 いずれも古くからの有力神社 なってい したがって、古い時期の玉殿が大型である理由としては、本殿を大きく建てることができる有力神社から玉殿安置が進んだ 指摘 きる。今田八幡神社については、必ずしも有力神社であった は言えないが その玉殿の古さやその地方色から判断すると、当時所在した他 有力神社の玉殿造立に加わった番匠の一人が、今田八幡 玉殿の造立大工に ったため、その有力神社の玉殿を手本とした可能性 あり、必然的に大型となっ と考えられる。
　十六世紀に降ると、玉殿安置が一般神社へ普及する過程で本殿の規模
に合わせて、小型化が進み、定型化されていったものと考えられる。嘉吉三年（一四四三）の厳島神社摂社大元神社玉殿三基は、中央殿で桁行一尺六寸一分で、桁行が二尺を切る初例であるが、総高が四尺六寸一分で三基とも四尺を超 、それより後世の玉殿より高い で、小型化する過渡期のものと判断できる。なお、天文年間（ 五三二―五五）の厳島神社末社左門客神社、 右門客神社の玉殿につ 著しく大型 あるが実質的には本殿であるので、他の玉殿とは区別する必要がある。
　二、切妻造と流造　安芸国は流造の神社本殿が多く分布する地域で、現存する中世神社本





井厳島神社玉殿五基が切妻造であり、元亨四年の今田八幡神社玉殿も切妻造である。また、現存する地御前神社玉殿も十一基ともに切妻造である。したがって、 古い時期の玉殿については、 切妻造 形式が定型であったと考えられる。
　ところで、十六世紀末期の清神社玉殿三基は切妻造としている。清神
社は鎌倉時代末期の正中二年（一三二五）の棟札を有するなど、古くからその存在が確認される、吉田庄 現 安芸高田市吉田町）の総鎮守社である。一般的に神社建築は再建時においても古い形式を踏襲 傾向があり、こうした有力 においては、特にその傾向 強く、古制を残している可能性が高い。また、前身の玉殿に倣っ 可能性もある。したがって、 この例からも切妻造の形式は古制を伝えるも であると言える。
　古い玉殿が切妻造である理由は、玉殿自体には本殿のように拝礼や供
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間一間で、後の四基が梁間二間である。今田八幡神社玉殿は 復元すと梁 二 となるが、その 中央柱は径一寸一分であって、他の柱一寸五分であるのに対して細く、さらに外側に付け足されただ の半柱であるので、構造的には梁間は一間であるとしてよい。また、地御前神社玉殿十 基も梁間一間としている。したがって、切妻造 玉殿では梁
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殿に直接供物を置く場所、つまり見世棚 必要ない。特に厳島神社 ように玉殿前方に空間的余裕があり、その前に案（神前に置く板机）を設置して供物を置く場合には は不要である。したがって、見 棚造とする必要がなかったと考えられる。
　しかし、時代が下降すると、本殿内陣の前半部が祭祀のために人が着















からして、造立当初は内陣の床上に直接 れていたと考えられる。また、地御前神社本殿は内陣に を設け おら 床 直接、玉殿を安置している。厳島神社本殿 も祭壇がなく 同様に 上段の床に玉殿を安置している。
　内陣床に直に玉殿を置く神社では、内陣に人が立ち入る形式となって
おらず、内陣は玉殿の占有空間、つまり内陣全体が祭壇的な扱い なっていると考えられる。そうした神社には厳島神社 ような古来の有力神社が多 点に注目でき それらの神社では早くから拝殿を備え おり、俗人は拝殿において、神主は本殿外陣において拝礼や儀式を行 ことが可能であった。したがって本 内陣は神の占有空間にできるので、そ内陣床全体を外陣よりやや高めてその中央に神座である玉殿を安置したものと考えられる。
　それに対して、室町時代、特に十五世紀以降 創祀された比較的に新
しい一般神社では拝殿を備え おらず、 本殿のみで祭祀が行われ の 、内陣の中も祭祀に用いる必要があった。そのため、それらの本殿では内陣後半部に祭壇を設けて区画し、内 前半部を祭祀の場、後半部を玉殿の占有空間としている。安芸国内に現存する中世の玉殿 大半は、そうした祭壇上に安置された である。
　有力神社から一般神社に玉殿安置が普及する過程で、本殿 での祭






















































はすべて円柱を用いてい 。佐々井厳島神社は、前述したとおり厳島神社の社領地の鎮守社であり、玉殿には角柱を用い のが定型であるは既知と考えられるので、それにもかかわらず、意図的 円柱を用いたとすることができる。そ 理由としては、佐々井厳島神社は厳島神社摂末社であるので、あえて本社と同じ形式にしなかったこ が考えられる。これは、伊勢神宮における摂末 等が、伊勢神宮正殿とま く同じとはしない、 すなわち唯一神明造としないことと同じ 。 し がっ
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新宮神社［高屋］玉殿、十六世紀後期 新宮神社［吉田］玉殿や十六世紀末期の中山神社玉殿右 が角柱を用 は新しい傾向 従ったものであると言える。
　七、正面二軒、背面一軒の採用の有無　安芸国の中世の玉殿では、佐々井厳島神社五基の例があり、いずれ

























肘木としている。また、有力神社で古式を守ってい 十六世紀末期の清神社玉殿三基も舟肘木としている。宝暦十年の地御前神社玉殿十一基も古式に組物を面取を施した舟肘木としている。したが 、舟肘木る形式は玉殿の古い形式を伝えるもの 考えられる。
　一方、高床で見世棚造と など小規模本殿の形式が見られる、十四



















は、一木造出とする部材がないため もあるが、一木造出は用いられておらず 古風な趣を見せてい し って、初期の傾向である大型玉殿に いては、 殊 一木造出を行っていない。また 地御前神 ではまったく一木造出が用いられておらず、最初期の では一木造出は行われていなかったと考えられ、今田八幡神社玉殿や堀八幡神社玉殿には最初期の玉殿の名残があると言える。
　一方、十四世紀前期から文安二年の佐々井厳島神社玉殿五基は、それ
らよりもやや小型であり、また 組物に三斗組を採用し、必要とされ細かな接続箇所が格段に増えたため 玉殿特有の振動や組立時における部材の脱落や欠損の防止の面で、一木造出が積極的に行われるようになったも と考えられる。そ 中で、一木造出の形式の採用から間もない十四世紀前期の第一殿は、他 四基と比較する 一木造出部材が少な








いる。したがって、豕扠首は古い玉殿 形式 残 もの あると考えられる。玉殿安置の最初期である平安時代末期から鎌倉時代前期にかけては、神社建築において妻飾を とすることは一般的であって、その時代の通例に従ったものと考えられる。また、厳島神社では 本殿をはじめとする各社殿に多用しているので、玉殿も同様に妻飾を豕扠首としたものと考えられる。
　一方、佐々井厳島神社などでは虹梁大瓶束式の妻飾が採用され、その
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世の玉殿では、弘治二年（一五五六）の厳島神社摂社天神社玉殿は、本殿的であるの 若干区別する必要があるが檜皮葺である。宝暦十年の地御前神社玉殿十一基 耐久性を考慮して檜皮 軒付の上に柿板を葺いた本柿葺としており、仁治二年再建当時の厳島神社 玉殿は檜皮葺であっ と考えられる。
　本柿葺は、安芸国の中世の玉殿では、十四世紀前期の現存最古の今田








い分けが見られ、本柿葺を定型として、そこから格を下げる手法として長柿葺が行われている。十六世紀中期 降ると近 玉殿特有の横板葺などが出現し、近世の へ変化する過渡 であ こ が分 る。❺玉殿の起源
　一、玉殿の初源的形式　前述したように、中世の玉殿に見られる形式のうち、安芸国における
玉殿の初源的な形式は、桁行は三間あるいは一間で、梁間一間の玉殿でり、そ 寸法は三尺を越えるような特に大型の玉殿 切妻造であ

















一間で最大で桁行は五尺四寸と大型である。 御帳台は四本の柱からなり、長八尺一寸 幅四尺三寸の「御床」を二枚並べた の四隅 柱を立てる
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があり、御帳台に緩い照り起りの板屋根を架けた箱形の神座と見ることもできる。したがって、平安時代後期から末期にかけて、それまでの神座であった御帳台の形式が 緩い簡単な板 た箱形の春日厨子や、神社本殿形とする玉殿に分化していった可能性 指摘できる。こうした分化の一系統には、御帳台 神輿の葱花を載せたような園城寺新羅善神堂内陣厨子（滋賀県大津市）の例もある。安芸国においては、その玉殿の起源は厳島神社玉殿であり、それは御帳台から分化し 神座の一系統であると結論づけること きる。❻中世におけ 玉殿の変化
　安芸国の玉殿は、御帳台から変化発展したと考えられる厳島神社玉殿
に見られる初源的形式から始まったことを示した 、中世に入 安芸国の一般的な各神社に玉殿が安置されるようになると その形式に変化が現れる。その変化について以下に考察を加えたい。
　十四世紀前期以降、
安芸国の多くの本殿は、 内陣前半部が祭祀用空間、
後半部が祭壇とな ので、玉殿は本殿内陣の床に直に安置する形式から祭壇上に安置する形式へと変化する。それに伴って、玉殿はそれまでの低い床から高床に変化し、供物を置く見世棚を設ける玉殿が現れる。屋根は耐久性を考慮して檜皮葺から本柿葺が定型となってい 。ま 、の頃に虹梁大瓶束式の妻飾 登場する。これについては意図的な使い分
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けの可能性もある。妻飾には一木造出による虹梁蟇股式も見られる。格式を意識した形式の使い分けとしては、十四世紀前期から文安二年までの玉殿 安置する佐々井厳島神社は、社領地の摂末社であるので、本社つまり厳島神社と意図的に異なる形式を用いており、玉殿に円柱や三斗組を用いている。また、この玉殿以降は、意匠が複雑化したことに伴って、一木造出が積極的に用いられるようになっている。
　その後、十五世紀中期に入ると、玉殿はさらに建築化して本殿形式に
接近し、小規模神社本殿形の形式、すなわち流見世棚造を採った玉殿が現れ、十六世紀に入ってその 式が定着 る。嘉吉三年（一四四三）厳島神社摂社大元神社玉殿は小規模本殿化 例で、 に玉殿が小型化する過渡期の例と考えられる。 れ以降 す 流見世棚造の初期の例でもある。こ ほかに小祠や神社本殿 外 も使わ た簡易的 柿葺である長柿葺とする玉殿が現れ、十六世紀以降、年代が降るに連れて本柿 から長柿葺へ移行している。この屋根構造の変化 伴って、正面背面ともに一軒または垂木な とす 簡略的な形式が定着してく 。また、大元神社玉殿三基で 組物を 中央殿は三斗組、右 および左殿は舟肘木としており、これは細部意匠における格式の差を意識した使い分けであると判断できる。
　さらに時代が降り、十六世紀中期になると、玉殿は低廉化の傾向を示
し、近世の玉殿へ変化する過渡期であったこ が指摘できる。十六世紀末期の中山神社右 では、簡略化の傾向が顕著で、柱は角柱で、組物はあまり整形されていない別木の舟肘木である。ま 、手間 掛か 玉殿特有の一木造出は用いられなくなり、玉殿という殿内安置のも でのみ可能な、非建築的な横板葺や、祭壇を二段とし高く奉って、玉殿の床高を逆に低くする例も登場する。また、屋根構造や円柱、角柱の格式 差を意識した使い分けを同一神社の玉殿間 行っており、主要構造部の意匠も使い分けをしてい ことが分か
　中世における玉殿の変化は、格式を意識した使い分け自体の変化もあ




の傾向と玉殿の普及の過程を反映したものであり その内容は、小規模本殿 形式の取り入れと低廉化 あったと結論づけることができる。❼近世における玉殿の変化
　慶長五年（一六〇〇）の関ケ原の戦い以降、安芸国では、在地領主層















その厳島神社の は、奈良時代に遡る神座 形式である御帳台に 本殿の形式の一部を取り入れて、すなわち、御帳台という調度を建築化させて成立したものであることを述べてきた。 そ 初源的な玉殿の形式は、大型で桁行一間または三間、梁間一間 切妻造、檜皮葺で、著しく床高
は低く、見世棚造とせず、面取角柱、舟肘木、豕扠首とし、軒は正面二軒、背面一軒であった。また その玉殿は本殿内陣の床に直に安置していた。厳島神社の玉殿は、奈良時代まで遡る御帳台の形式を受け継ぎつつ、独自の形式を持つ神座として分化発展したものであり、安芸国に広く分布している中世の玉殿は、それからさらに進化すなわち建築化していったもので、 わば御帳台から分化 た神座の一系統である。
　他国と比べて安芸国において玉殿が広く分布し、中世の玉殿が大量に
残っているのは、一宮である厳島神社が玉殿を安置する形態を採ったためである。厳島神社から始まった玉殿は 中 後期において安芸国の村落の中心的神社、いわゆる村の鎮守社級 規模の神社まで広く普及 ていった。 その普及過程で生じた神社の格式や経済的規模の差を反映して、見世棚造や高床や長柿葺の採用などがおこり、それらはさらなる本殿の形式の取り入れという建築化であり 同時に低廉化も進行していった。
　近世においては、さらなる玉殿の普及が進み、安芸国の神社は小祠ま
で、ほとんどすべてが玉殿を安置するに至った。造営主体の変化によって、玉殿が建築であるという意識に変化が生じることになり 十七世紀の神社造営の断絶期も影響し、それらの玉殿からは中世の玉殿特有 技法が失われることとなった。その形式の変化は、単なる神体 容れ物となる箱形化と、微細な部品を膠で接着し組立てる工芸品化への分化り、いずれも非建築化であった。
　これら玉殿の成立から近世に至るまでの変化は、すべて神社建築の流
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よって一㎜以上の違いが常に生じるので ㎜単位での計測 学術的 意義があるとは言い難く、造立当時 同等 精度で計測を行った方が有意義 あ と判断した。なお、現行曲尺とこれらの玉殿 造営尺とは若干の差異があ か しれないが、有意義な差異を検出するこ できなかった。
（
（）
　福山敏男 「出雲大社の金輪造営図に就いて」 （ 『出雲』 第六号、 昭和十五年十月 『出
133
［神社玉殿の起源と特質］……山田岳晴









Vol.五四、 昭和五十四年九月） 、 大河直躬「生島足島神社の旧本殿（現















































































































Vol.五四、 昭和五十四年九月） 、 大河直躬「生島足島神社の旧本殿（現





















































































































　社蔵棟札写による。 「奉建立八幡宮御社一宇（以下略） 」 。
（
（（）






























































































































































（一八一七 に再建された現在の本殿の当初の祭壇の大きさに復元したとしても、玉殿が祭壇上の奥行すべてを占め 玉殿 見世棚造ではないため、供物を置く場所がなく、前述した理由によりこの大きさの祭壇上の安置では不都合が生じる。
（
（（）






















































































































（一八一七 に再建された現在の本殿の当初の祭壇の大きさに復元したとしても、玉殿が祭壇上の奥行すべてを占め 玉殿 見世棚造ではないため、供物を置く場所がなく、前述した理由によりこの大きさの祭壇上の安置では不都合が生じる。
（
（（）
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図２　今田八幡神社玉殿復元平面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図１　今田八幡神社玉殿現状平面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図3　今田八幡神社玉殿正面立面図










 縮尺：1/20  単位：寸
図7　佐々井厳島神社玉殿第一殿正面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図8　佐々井厳島神社玉殿第一殿側面立面図




 縮尺：1/20  単位：寸
図7　佐々井厳島神社玉殿第一殿正面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図8　佐々井厳島神社玉殿第一殿側面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
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図9　佐々井厳島神社玉殿第二殿平面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図10　佐々井厳島神社玉殿第二殿正面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図11　佐々井厳島神社玉殿第二殿側面立面図　




 縮尺：1/20  単位：寸
図14　佐々井厳島神社玉殿第三殿側面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図13　佐々井厳島神社玉殿第三殿正面立面図




 縮尺：1/20  単位：寸
図14　佐々井厳島神社玉殿第三殿側面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図13　佐々井厳島神社玉殿第三殿正面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
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図15　佐々井厳島神社玉殿第四殿平面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図17　佐々井厳島神社玉殿第四殿側面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図16　佐々井厳島神社玉殿第四殿正面立面図




 縮尺：1/20  単位：寸
図20　佐々井厳島神社玉殿第五殿側面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図19　佐々井厳島神社玉殿第五殿正面立面図




 縮尺：1/20  単位：寸
図20　佐々井厳島神社玉殿第五殿側面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図19　佐々井厳島神社玉殿第五殿正面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
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図21　堀八幡神社玉殿平面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図23　堀八幡神社玉殿側面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図22　堀八幡神社玉殿正面立面図




 縮尺：1/20  単位：寸
図26　厳島神社摂社大元神社玉殿中央殿側面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図25　厳島神社摂社大元神社玉殿中央殿正面立面図




 縮尺：1/20  単位：寸
図26　厳島神社摂社大元神社玉殿中央殿側面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図25　厳島神社摂社大元神社玉殿中央殿正面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
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図27　厳島神社摂社大元神社玉殿左右殿平面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図29　厳島神社摂社大元神社玉殿左右殿側面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図28　厳島神社摂社大元神社玉殿左右殿正面立面図




 縮尺：1/20  単位：寸
図30　桂浜神社玉殿中央殿平面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図33　桂浜神社玉殿中央殿梁間断面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図32　桂浜神社玉殿中央殿側面立面図




 縮尺：1/20  単位：寸
図30　桂浜神社玉殿中央殿平面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図33　桂浜神社玉殿中央殿梁間断面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図32　桂浜神社玉殿中央殿側面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
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図35　桂浜神社玉殿左右殿正面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図34　桂浜神社玉殿左右殿平面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図37　桂浜神社玉殿左右殿梁間断面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図36　桂浜神社玉殿左右殿側面立面図




 縮尺：1/20  単位：寸
図40　常磐神社玉殿第一殿正面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図39　常磐神社玉殿第一殿床下平面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図38　常磐神社玉殿第一殿平面図




 縮尺：1/20  単位：寸
図40　常磐神社玉殿第一殿正面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図39　常磐神社玉殿第一殿床下平面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図38　常磐神社玉殿第一殿平面図
 　　縮尺：1/20  単位：寸
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図43　常磐神社玉殿第三殿床下平面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図46　新宮神社［高屋］平面図
 　　　　縮尺：1/20  単位：寸
図42　常磐神社玉殿第三殿平面図
 　　縮尺：1/20  単位：寸
図45　常磐神社玉殿第三殿側面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図44　常磐神社玉殿第三殿正面立面図








 縮尺：1/20  単位：寸
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図48　厳島神社末社左門客神社玉殿正面立面図








 縮尺：1/20  単位：寸
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図50　厳島神社末社左門客神社玉殿梁間断面図




 縮尺：1/20  単位：寸
図52　厳島神社摂社天神社玉殿側面立面図




 縮尺：1/20  単位：寸
図52　厳島神社摂社天神社玉殿側面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
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図53　速田神社玉殿平面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図54　速田神社玉殿正面立面図




 　　　縮尺：1/20  単位：寸
図56　宮崎神社玉殿正面立面図
 　　　縮尺：1/20  単位：寸
図55　宮崎神社玉殿平面図




 　　　縮尺：1/20  単位：寸
図56　宮崎神社玉殿正面立面図
 　　　縮尺：1/20  単位：寸
図55　宮崎神社玉殿平面図
 　　　　　縮尺：1/20  単位：寸
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図60　新宮神社[吉田]玉殿梁間断面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図59　新宮神社[吉田]玉殿正面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図58　新宮神社[吉田]玉殿平面図




 縮尺：1/20  単位：寸
図64　清神社玉殿梁間断面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図63　清神社玉殿側面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図61　清神社玉殿平面図




 縮尺：1/20  単位：寸
図64　清神社玉殿梁間断面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図63　清神社玉殿側面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図61　清神社玉殿平面図
 縮尺：1/20  単位：寸
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図67　中山神社玉殿右殿梁間断面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図66　中山神社玉殿右殿正面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図65　中山神社玉殿右殿平面図




 　　縮尺：1/20  単位：寸
図70　市場黄幡社玉殿平面図
 　　　　縮尺：1/20  単位：寸
図69　額田部八幡神社玉殿梁間断面図




 　　縮尺：1/20  単位：寸
図70　市場黄幡社玉殿平面図
 　　　　縮尺：1/20  単位：寸
図69　額田部八幡神社玉殿梁間断面図
 縮尺：1/20  単位：寸
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図71　厳島神社摂社地御前神社大宮玉殿第一･二殿平面図
 縮尺：1/20  単位：寸
図72　厳島神社摂社地御前神社大宮玉殿第三･四殿平面図




 縮尺：1/20  単位：寸
図74　厳島神社摂社地御前神社大宮玉殿第三･四殿正面立面図




 縮尺：1/20  単位：寸
図74　厳島神社摂社地御前神社大宮玉殿第三･四殿正面立面図
 縮尺：1/20  単位：寸
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図75　厳島神社摂社地御前神社大宮玉殿第三･四殿側面立面図
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図76　厳島神社摂社地御前神社大宮玉殿第三･四殿梁間断面図
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図78　厳島神社摂社地御前神社客人宮玉殿第二･三･四殿平面図
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図78　厳島神社摂社地御前神社客人宮玉殿第二･三･四殿平面図
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図79　厳島神社摂社地御前神社客人宮玉殿第五殿平面図
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図80　厳島神社摂社地御前神社客人宮玉殿第二･三･四殿正面立面図
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図82　厳島神社摂社地御前神社客人宮玉殿第三･四殿梁間断面図
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図82　厳島神社摂社地御前神社客人宮玉殿第三･四殿梁間断面図
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Study on the Characteristics and Origin of Gyokuden（Inner Sanctuaries）
in the West Area of Hiroshima Prefecture
YAMADA Takeharu
Itsukushima Shrine is the archetype of gyokuden (inner sanctuary) in Aki Province which is now the west 
area of Hiroshima Prefecture. The gyokuden of Itsukushima Shrine has developed from michodai in shinza-style 
which dates back to the Nara period, also incorporating the architectural style of the honden (main building). In 
other words, gyokuden was based on michodai, a type of furniture. The early form of gyokuden was large sized. 
Ketayuki (beam) was one ken or three ken, harima (cross beam) was one ken. The roof was in kirizuma-style and 
hiwadabuki(cypress bark covering). It had extremely low floor height and the misedana was removed from the 
facade. It had chamfered squared-pillars, funahijiki (boat-shaped brackets), inokosasu (two diagonal struts whose 
tops butted against each other), and had double row of rafters at the front and a single row at the back. Gyokuden 
was placed directly on the floor of naijin (inner sanctum) of the honden. The gyokuden of Itsukushima Shrine 
diverged as a shinza with its own unique form, while continuing to inherit the michodai-style dating from the Nara 
period. Medieval gyokuden found all over Aki Province continued to evolve from their archetype -- the gyokuden 
of Itsukushima Shrine, and the gyokuden style structures in Aki Province were a type of shinza that had diverged 
from michodai.
There was a wider distribution of gyokuden in Aki than in other provinces and many of these medieval 
gyokuden in Aki has survived. This is because Itsukushima Shrine, the ichinomiya for the province, had adopted 
the style of placing a gyokuden within the shrine. In the latter part of the medieval period, the placing of gyokuden 
originating from Itsukushima Shrine became common among tutelary shrines in the villages of Aki Province. 
With the spread of setting gyokuden, architectural styles such as the misedana style, high floors, and naga-
kokerabuki (long shingled roof) was adopted. These new styles reflected the dif ferences in the status and 
economic scale of shrines. Such changes also saw the incorporation of the honden-style architecture, while they 
became progressively less expensive. In the Early Modern period, gyokuden became even more common, and 
nearly all shrines in Aki Province, up to the level of shoshi (small hokora), came to have gyokuden. These changes 
in the style of gyokuden resulted in two styles: box-shaped gyokuden that served as a receptacle for sacred objects, 
and crafts assembled by joining minute parts together with glue, neither of which were buildings. All of these 
changes in gyokuden were the consequence of trends in shrine architecture and were not related to forms of 
temple architecture. The creation of gyokuden was only unique to shrines.
